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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月15日(2016.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが窒化物半導体によって構成されたチャネル層と電子供給層とを含む第１積層
構造を備え、前記チャネル層と前記電子供給層の間の二次元電子ガスをチャネルとするト
ランジスタと、
　前記トランジスタの前記チャネル層および電子供給層と同じ層を含む第２積層構造を備
え、前記第２積層構造に生じる二次元電子ガスを抵抗要素とする抵抗素子、および一端が
前記抵抗素子に接続され他端が接地端子に接続されたキャパシタを含む減衰回路と、
　前記抵抗素子と前記キャパシタとの間に設けられたノードと、を備え、
　前記ノードはバイアス電源に接続され、
　前記減衰回路は前記トランジスタのゲート端子およびドレイン端子の少なくとも一方に
接続されてなることを特徴とする増幅回路。
【請求項２】
　直列に接続されてなる複数の前記トランジスタが設けられ、
　入力端子と、前記複数のトランジスタのうち入力側トランジスタとの間に設けられた第
１キャパシタと、
　出力端子と、前記複数のトランジスタのうち出力側トランジスタとの間に設けられた第
２キャパシタと、を備える請求項１記載の増幅回路。
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